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リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
世
界
経
済
危
機

以
降
、
先
進
国
経
済
の
景
気
回
復
が
遅
れ
る
な
か
で
、

新
興
国
は
い
ち
早
い
回
復
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
今
後

も
比
較
的
高
い
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
界
経
済
の
け
ん
引
役
は
先
進
国
か
ら
新
興
国
へ
と
シ

フ
ト
し
た
と
の
見
方
も
出
始
め
て
い
る
。

　

し
か
し
新
興
国
の
持
続
的
な
成
長
と
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
先
進
国
入
り
は
約
束
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
世
界
銀
行
を
は
じ
め
国
際
機
関
は
、
国

際
競
争
力
強
化
や
人
的
資
本
の
開
発
を
怠
れ
ば
、
先
進

国
入
り
は
危
う
く
な
る
こ
と
を
「
中
所
得
の
ワ
ナ

（m
iddle incom

e trap

）」
と
し
て
議
論
し
は
じ
め
て

い
る
。
こ
れ
は
「
新
興
国
の
ワ
ナ
」
と
読
み
替
え
て
よ

い
。

　
「
中
所
得
国
の
ワ
ナ
」は
経
済
面
だ
け
で
は
な
い
。
社

会
保
障
制
度
整
備
に
お
い
て
乗
り
越
え
る
課
題
は
多

い
。
社
会
保
障
制
度
の
詳
細
な
内
容
は
国
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
中
所
得
国
で
あ
る
新
興
国
の
社
会
保
障
制
度

は
、
お
お
ま
か
に
は
軍
人
や
公
務
員
、
国
営
企
業
の
従

業
員
と
民
間
企
業
の
被
用
者
を
対
象
と
し
た
制
度
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
、
残
さ
れ
た
自
営
業
（
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
を
含
む
）
や
農
家
向
け
に
制

度
を
拡
張
し
、
国
民
全
体
を
対
象
と
し
た
「
国
民
皆
社

会
保
障
制
度
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　

し
か
し
、
新
興
国
に
お
け
る
国
民
皆
社
会
保
障
制
度

の
構
築
は
容
易
で
は
な
い
。

　

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
新
興
国
に
お
い
て
急
速
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、

二
〇
一
〇
年
の
高
齢
化
率（
六
五
歳
以
上
の
人
口
比
率
）

は
、
ロ
シ
ア
が
一
二
・
九
％
、
中
国
が
八
・
二
％
、
ブ
ラ

ジ
ル
が
六
・
九
％
の
水
準
に
あ
る
。高
齢
化
率
が
七
％
を

超
え
た
社
会
を
一
般
的
に
「
高
齢
化
社
会
」
と
呼
ぶ
が
、

こ
れ
に
従
え
ば
、
ロ
シ
ア
、
中
国
は
す
で
に
高
齢
化
社

会
に
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
も
そ
の
入
り
口
に
位
置
す
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
多
く
の
新
興
国
は
、
所
得
水
準

が
十
分
に
高
ま
ら
な
い
う
ち
に
高
齢
社
会
に
突
入
す
る

と
い
う
先
進
国
が
経
験
し
な
か
っ
た
課
題
を
持
つ
。
中

国
で
は
「
未
富
先
老
（
豊
か
に
な
る
前
に
高
齢
化
が
進

む
）」と
い
う
認
識
の
も
と
で
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

　

新
興
国
の
高
齢
化
を
、
低
所
得
水
準
で
の
高
齢
化
と

認
識
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
高
齢

化
が
急
速
に
進
む
の
は
、
と
り
わ
け
所
得
水
準
の
低
い

地
方
・
農
村
で
あ
る
か
ら
だ
。
地
方
・
農
村
で
も
出
生

率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
若
年
層
が
大
都
市

に
向
け
て
移
動
を
加
速
さ
せ
て
い
る
こ
と
の
影
響
も
大

き
い
。
つ
ま
り
、
地
方
・
農
村
で
は
、
若
年
層
の
流
出

に
よ
り
所
得
水
準
を
高
め
る
手
立
て
を
奪
わ
れ
な
が

ら
、
高
齢
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
方
・

農
村
に
お
い
て
高
齢
化
は
将
来
の
課
題
で
は
な
く
、
す

で
に
直
面
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
海

市
や
江
蘇
省
へ
の
若
年
労
働
力
を
大
量
に
供
給
す
る
安

徽
省
の
巣
湖
市
（
人
口
四
七
〇
万
人
）
で
は
、
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
二
〇
〇
〇
ド
ル
に
満
た
な
い
な
か
で
、

高
齢
化
率
が
一
四
％
を
超
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
地
域
間
格
差
は
ど
の
よ
う
に
し
て
是
正
で

き
る
の
か
。
こ
の
地
方
・
農
村
の
高
齢
者
の
生
活
を
だ

れ
が
支
え
る
の
か
。
新
興
国
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

も
、
そ
の
高
齢
化
の
詳
細
な
現
状
把
握
と
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

生産年齢人口比率の上昇。
高齢人口比率はまだ低い

社 会 保 障 制 度 人口構成
現　状

先 進 国
（高所得国） 全国民を対象 高齢社会への対応 生産年齢人口比率の低下。

高齢人口比率の上昇
新 興 国

（中所得国）
公務員・

民間企業被用者
自営業者・農家への拡張
高齢社会への準備 

生産年齢人口比率の上昇
の鈍化。高齢人口比率の上昇

途 上 国
（低所得国）

公務員
（軍人を含む）のみ 民間企業被用者への拡張

課　題

経済発展段階と社会保障制度の分類

（出所）広井・駒村編『アジアの社会保障』東京大学出版会 2003 年を参考に筆者作成


